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呼 吸 器 感 染 症 に対 す るNM441の 臨 床 的検 討

保澤総一郎1)・ 山木戸道郎1)

有田 健一2)・大道 和宏2)・江島 剛2)
1)広島大学医学部第二内科*,
2)広島赤十字 ・原爆病院呼吸器科

新 しいキノロン系合成抗菌剤NM441の 呼吸器感染症に対する有効性 と安全性について検討 した。

対象症例は16例 で,年 齢は30～85歳 であった。対象疾患は肺炎6例,急 性気管支炎4例,慢 性気管

支炎1例,気 管支喘息に気道感染を合併 した症例2例,気 管支拡張症1例,肺 気腫あるいは中葉症候群

に気道感染を合併 した症例各々1例 であった。投与方法 は1回200mgを1日2～3回 経 口投与 とし,

投与期間は4～14日 間であった。

臨床効果は,「著効」6例,「 有効」8例,「 やや有効」2例 で,有 効率は87.5%で あった。細菌学的効

果は6例 中,「消失」5例,「 不変」1例 であった。副作用,臨 床検査値異常 は全例認められなかった。
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NM441は 日本新薬株式会社中央研究所で合成された

プロ ドラッグ型の経口キノロン系合成抗菌剤で,抗 菌活

性本体であるNM394の ピペラジン環 にオキソジオキソ

レニルメチル基を結合し,吸 収性 を高めている。NM394

はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 して幅広い抗菌スペ

ク トルを有 し,特 に緑膿菌,そ の他グラム陰性菌などの

実験 的感 染症 に対 して優 れ た抗 菌 力 を示 す とされ

る1,2)。

今回著者 らは,呼 吸器感染症16例 にNM441を 投与

し,そ の有効性,安 全性について検討 したので報告する。

対象は平成4年1月 から平成5年5月 の間に広島大学

医学部第二内科および広島赤十字 ・原爆病院呼吸器科を

受診 した外来 または入院の患者で,本 試験参加の同意 を

得 られた16例 である。年齢 は30～85歳(平 均60.7歳)

で,男 性6例,女 性10例 であった。対象疾患の内訳 は

肺炎6例,急 性気管支炎4例,慢 性気管支炎1例,気 管

支喘息に気道感染を合併 した症例2例,気 管支拡張症1

例,肺 気腫あるいは中葉症候群に気道感染を合併 した症

例各々1例 であった。

投与方法は本剤1回200mgを1日2～3回 経口投与

とした。投与期間は4～14日 間(平 均10.4日)で あった。

総投与量は1.6～5.6g(平 均4.2g)で あった。

臨床効果は,発 熱,咳 漱,喀 痰の量 ・性状 などの自他

覚症状および白血球数,CRP,胸 部 レ線像などの推移か

ら総合的に判断し,「著効」,「有効」,「やや有効」,「無効」

の4段 階で判定 した。副作用は薬剤投与中,投 与後の自

他覚症状の観察により,ま た臨床検査値異常は薬剤投与

前後の検査値の変動により観察 した。

16例 の臨床成績 をTable1に 示す。肺炎6例 は「著効」

3例,「 有効」3例,急 性気管支炎4例 は 「著効」2例,

「有効」2例 であった。慢性気管支炎の1例 は発熱,咳漱,

喀痰の改善 を認めたが,CRPが 上昇 したため,「やや有

効」 と判定された。気管支喘息に気道感染を合併 した症

例の2例 は1例 「著効」,他 の1例 は咳漱,喀 痰の改善が

認められず,「 やや有効」と判定された。気管支拡張症1

例,肺 気腫あるいは中葉症候群に気道感染を合併 した症

例各々1例 の計3例 はすべて 「有効」であった。以上,

16例 の臨床効果は 「著効」6例,「 有効」8例,「 やや有

効」2例 で,有 効率は87.5%で あった。

細菌学的効果は評価可能であった6例 中.「 消失」5

例,「 不変」1例 であった。分離菌 として,Haemophilus

parainfluenzae 2株,Haemophilus influenzae,Pseudo-

monas aeruginosa,Escherichia coli,Moraxella catarr-

halis各1株 の計6株 が分離 され,P.aeruginosaを 除 く

5株 が消失した。

副作用は全例で認められなかった。臨床検査値の投与

前後の成績 をTable2に 示 したが,本 剤によると思われ

る異常変動は認められなかった。

以上,呼 吸器感染症に対 して有効率87.5%と 良好な成

績が得 られ,安 全性 にも問題を認めなかった ことから,

NM441は 呼吸器感染症の治療薬 として有用性の高い薬

剤であると考えられた。
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Table 1. Clinical summary of NM441 treatment

Table 2. Laboratory findings of patients treated with NM441 (1)



644 日 本 化 学 療 法 学 会 雑 誌 MAR.1996

Table 2. Laboratory findings of patients treated with NM441 (2)
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Clinical study of NM441 against respiratory tract infection
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We investigated the clinical efficacy and safety of NM441, a new quinolone antimicrobial agent, against

respiratory tract infection.
Subjects were 16 patients (6 cases with pneumonia, 4 with acute bronchitis, 1 with chronic bronchitis, 2

with bronchial asthma with infection, 1 with bronchiectasis, 1 with pulmonary emphysema with infection
and 1 with middle lobe syndrome with infection) and their age was 30-85 years old. NM441 was orally
administered at a dose of 200mg twice or 3 times a day for 4-14 days.

The clinical efficacy was excellent in 6 cases, good in 8 and fair in 2, and the efficacy rate was 87.5%.
The bacteriological efficacy was eradicated in 5 cases and persisted in 1 of 6 patients. No side effects nor
abnormal laboratory findings were observed.


